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成人期における英語学習の継続理由に関する質的研究

○永井大円（新潟県立高田高等学校） 城間祥子（沖縄県立芸術大学）
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問題と目的

日本では，一部の人を除けば日常生活で英語を

用いることはなく，英語学習は

と位置付けられる 望月， 。

日本の学校教育ではほとんどの人が外国語として

英語を学習するが 寺沢 ，中学生では「勉強

しないといけない」 ベネッセ教育総合研究

所 ，高校生では大学入試 大竹 が主要

な学習動機となっている。また，学校教育以外で

の英語学習意欲は決して高いとは言えない。平成

年度社会生活基本調査によれば，学校外で英語

を学習している人は ％にとどまる。年齢別に

見ると， 歳～ 歳が ％， 歳～ 歳が

％であるのに対して， 歳～ 歳が ％，

歳～ 歳が ％であり，高校や大学を終え

ると英語学習者は減っていく。さらに，日本版総

合的社会調査（ ） 年版では，学校以外で

の英語学習経験を尋ねる項目に対して， ％の

人が「学習するつもりはない」と回答している。

一方，成人英語学習者は，学校卒業後，もう授業

や試験がない状況にもかかわらず英語を学び続け

ている。本研究では，学校教育を終えた後も英語

を学び続けている成人に焦点を当て，彼らがなぜ

英語を学び続けているのか，成人期の英語学習に

つながる学校段階の英語学習とはどのようなもの

かを明らかにする。

方 法

学校外で英語を学習した経験のある成人 名

に対して，英語力，英語学習の動機が上がった時

期とそれらに影響を与えた要因，動機の維持方法，

学習方略等 項目を中心に半構造化インタビュー

を行った。研究協力者のうち，インタビュー時点

で英語を学習していた人は 名である。英語学

習をやめる理由についても知るため，英語を学習

していたがやめてしまった人 名 も対象とした。

職業 主婦，警備員，教師など 種類 や英語力

（英検４級～ 級レベル），学習期間（約 年～

約 年）に偏りは見られなかった。

結 果

語りの内容を書き起こし，修正版グラウンデッ

ド・セオリー・アプローチ を用いて分析し

た。最終的に， 個の概念， 個のサブカテゴリ，

個のカテゴリが生成された。成人英語学習者は，

置かれている状況と英語学習への意味づけによっ

て，【受動的英語学習者】【課題解決型英語学習者】

【課題生成型英語学習者】の３つの段階に区分で

きた。また，意味づけの度合いによりスロープを

移動することから，結果図を「『英語学習に対する

意味づけ』のスロープモデル」と命名した。【受動

的英語学習者】は，学校や仕事で英語学習が必要

な環境にいるにもかかわらず，受動的な学習にと

どまっている学習者である。【課題解決型英語学習

者】は，学校や仕事で英語を学ばなければならな

い環境にあるが，与えられた課題に対して，自分

なりの《学習の工夫》といった自己調整学習を行

っている学習者である。【課題生成型英語学習者】

は，学校や仕事で英語を使う必要がない環境にお

り，学習する必要性がないにもかかわらず，自ら

進んで目標や課題を生成して取り組んでいる学習

者である。【課題生成型英語学習者】は，英語学習

に対して，「楽しい」「未知なるものへの興味」「自

分を成長させる」「外国人を助けるため」等の自分

なりの良い意味づけを行っていた。また，学びを

個人の属性にせず，他者を意識した学習を行って

いた。成人期の英語学習につながる学校段階の英

語教育とは，生徒に英語教育に対して良い意味づ

けをすることである。

まとめと今後の課題

継続的に英語を学習している成人は，自己調整

学習を行っているだけでなく，学習者が自ら課題

を生成し学習に向かっていることが明らかになっ

た。成人期に必ずしも全員が英語学習をする必要

はないが，学校段階で英語学習に対して良い意味

づけをしていることが成人でも学び続けることに

つながる。今後は，成人が持つ英語学習に対する

意味づけが高校生に対して有効であるかを明らか

にしていくことが必要である。
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学習に関する完全性へのこだわりと目標志向性や達成動機との関係

○木村早紀子（広島大学） 藤木大介＃（広島大学）
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学習場面において学習者がよい結果を求めるこ

とは高い動機づけにつながる一方で，よい結果を

過剰に求めすぎる場合，思った結果が得られずや

る気を失うこともある。過度に完全性を求めるこ

とは完全主義といわれ（桜井・大谷， ），学習

者の意欲や行動に影響を与える。完全主義には，

高い目標を課すというポジティブな側面（高目標

設置）と失敗を過度に気にするというネガティブ

な側面（失敗過敏）があり，高目標設置は自己充

実達成動機および競争的達成動機に正の影響，失

敗過敏は自己充実達成動機に負，失敗回避動機に

正の影響を及ぼす（胡（増井）・岩永， ）。

しかし，従来の研究では完全主義が既存の動機

づけ理論の中でどう位置づくかという検討が不十

分である。高目標設置は「完璧にしたい」という

一種の目標であり，目標と動機づけとの関係を説

明する達成目標理論の中で捉え直すことができる。

加えて，失敗過敏については，これまで主として

達成行動の結果に対する失敗に着目してきたが，

失敗には目標の達成に向けたプロセスで起こるも

のもあり，達成動機に影響すると考えられる。そ

こで本研究では，質問紙調査により，完全主義の

高目標設置と達成目標理論の目標志向性との関係

性を検討する。また，失敗過敏傾向を結果に対す

るものとプロセスに対するものとに分けて達成動

機との関連を検討する。

方 法

調査対象者 大学生 名であった。

質問紙の構成 高目標設置と目標志向性との関連

性を検討するため，

や桜井・大谷 を参考に作

成した高目標設置尺度と光浪 の目標志向性

尺度を使用した。また，失敗過敏を結果に対する

ものとプロセスに対するものに分けて達成動機と

の関連を調べるため， や桜井・

大谷 を参考に作成した結果に対する失敗過

敏およびプロセスに対する失敗過敏の項目，堀

野・森 の達成動機尺度と光浪 の失敗

恐怖に関する項目を使用した。

結果と考察

高目標設置と目標志向性に関して，高目標設置

が熟達目標と遂行接近目標の間に位置づくモデル

を想定して共分散構造分析を行った（ ）。

その結果，完全主義の高目標設置は，熟達目標と

遂行接近目標の間に位置づき，両者と高い相関を

もつことが示された。熟達目標は自分自身による

評価を行い，遂行接近目標は他者からの評価を得

ようとする。これら両者と高い相関を示した「完

璧にしたい」という高い目標は，完璧という他者

的な視点で定められた評価基準をもとに自分自身

を評価する特性をもつと考えられる。

また，探索的因子分析により失敗過敏が結果に

対するものとプロセスに対するものに分かれるこ

とを確認した上で，失敗過敏を独立変数，達成動

機を従属変数とする共分散構造分析を行った

（ ）。失敗過敏を１つのものとして捉えた

胡（増井）・岩永（ ）では，失敗過敏は自己充

実達成動機に負，失敗回避動機に正の影響を与え

ていたが，本研究では，結果に対する失敗過敏は

自己充実達成動機および失敗回避動機に正の影響

を，プロセスに対する失敗過敏は競争的達成動機

に正の影響を示した。失敗過敏を結果に対するも

のとプロセスに対するものに分けたことで，失敗

を気にする場面によって何に動機づけられるかが

異なることが明らかになったといえる。最終的な

結果が失敗となることに過敏であると，失敗を避

けるよう回避的に動機づけられるだけでなく，最

善を尽くし自分の達成基準へ到達するよう接近的

に動機づけられるといえる。また，目標へ向かう

過程で失敗することに過敏であると，他者との比

較の中で勝っていたいと動機づけられるといえる。
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